
新甲南病院

六甲アイランド甲南病院

完成後

現在

1



昭和 9年 甲南病院（118床）開院

昭和62年 病床数400床に増床

平成 4年 六甲アイランド甲南病院（307床）開院

平成12年 国立加古川病院の移譲で

甲南加古川病院（250床）開院

平成13年 甲南介護老人保健施設（80床）及び
甲南訪問看護ステーションを開設する

平成25年 甲南・六甲アイランド病院統合ビジョン始動

平成26年〜 神戸大学との連携推進委員会（第1〜12回）

甲南会の沿革
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医師の高年齢化(若手中堅医師の減少)と相次ぐ診療科(入院)の閉鎖

• 甲南病院を総合的な医療を行える５００床規模に拡充することで、活力のある若手医師に
選ばれる病院にする。

甲南病院の本館は築８０年を超え老朽化し、耐震化が必須

• 老朽化した甲南病院の本館と南館を建て替えると共に、他の既存館も改修し全面リニュー
アルを行う。

直線距離で僅か５ｋｍの距離に２病院が立地している中、多くの医療内容
が重複しているため、人員や設備(医療機器)が二重投資になっている。

• 甲南病院を急性期医療に、一方六甲アイランド甲南病院は回復期医療中心の病院に機能
分化する。

甲南病院と六甲アイランド甲南病院を統合する理由
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神戸大学関連500床規模主要施設・将来構想
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• 救急に初療室及び診察室を４室整備し、心筋梗塞・脳卒中を含めた救急医療に

２４時間３６５日対応します。また、小児科については、週に１回以上は二次救

急輪番に参加します。

新甲南病院

• 救急告示は継続します。なお、内科の病院群輪番制への参加は継続して行いますが、

現在は病院群輪番制に参加している外科・循環器内科・整形外科・小児科につい

ては、その機能を甲南病院へ引き継ぐことになります。

• また、休日や時間外の診療については、医師（２名）の当直体制をとった上で、専

用電話回線でつながると共に電子カルテは相互閲覧可能な新甲南病院と連携をとり

治療に当たります。

• なお、心筋梗塞・脳卒中・緊急手術等専門的な医療が必要な場合に、自院で用意

する救急搬送車で新甲南病院へ転送する体制も整備します。

六甲アイランド甲南病院

救急医療について
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北棟

現状 新病院
西棟

新甲南病院のプラン概略

13
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手術；１０室

南棟

外来診察フロア
救急エリア

外来受付エリア
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新甲南病院



届出病床数 301床➔181床

回復期病棟 35床（現45床）

回復期病棟 35床（現46床）

急性期病棟 37床（現50床）

リハビリテーションセンター 0床（現37床）

会議

外来

回復期病棟 37床 （現44床）

検査・放射線

管理

回復期病棟 37床（現50床）

供給・機械室

血液浄化センター拡充 0床（現21床）

手術室 ICU 0床 (現8床)

外来・救急

宿舎

宿舎

健診センター13F

12F

11F

10F

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F 駐車場

受付・医事

13Ｆから5Ｆへ移転し、拡張

6床室を4床室へ改修し、
病室アメニティの改善を図る

外来拡張

健診センター機能拡充

透析機能拡張

六甲アイランド甲南病院

10



オープンまでの行程表
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